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職
業
奉
仕
月
間
・
米
山
月
間 

職
業
奉
仕
卓
話 

平
成
23
年
10
月
27
日
（
木
） 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

60
名 

出
席
計
算
数 

 

53
名
中
49
名
出
席 

出
席
率
92
・
45
％ 

前
々
回
出
席
率
91
・
84
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
君
が
代
」「
奉
仕
の
理
想
」 

 
 

 
 

指 

揮 

者 

丹
下 

富
博 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

地
区
職
業
奉
仕
委
員
会 

 
 

 
 

 

名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ 

鋤
柄 
喜
彦
さ
ん 

 

ビ
ジ
タ
ー 

 

奄
美
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

福
永 

健
一
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
の
皆
さ
ん
、
会
え
た

こ
と
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

奄
美
Ｒ
Ｃ 

福
永 

健
一
さ
ん 

本
日
卓
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

地
区
職
業
奉
仕
委
員
会
（
名
古
屋

東
南
Ｒ
Ｃ
） 

鋤
柄 

喜
彦
さ
ん 

丹
下
さ
ん
、
林
さ
ん
、
宇
野
さ
ん
、
田

崎
さ
ん
あ
り
が
と
う
！ 

川
畑 

博
敬 

鋤
柄
さ
ん
、
卓
話
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

髙
木 

政
義
・
田
崎 

雅
三 

鋤
柄
様
本
日
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

隆
久 

そ
う
人
会
ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

草
野 

勝
彦 

木
村
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

荻
巣 

賢
二 

新
入
会
員
の
武
藤
さ
ん
に
ニ
コ
ボ
ッ
ク

ス
の
受
付
へ
座
っ
て
頂
い
た
の
で
過
分

に
入
れ
ま
す
。 

 
 

 

小
笠
原
和
俊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
上 

 

昇 

鬼
頭
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 

功 

近
藤
明
美
さ
ん
、
先
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

春
日
井
和
良 

川
畑
会
長
、
田
崎
幹
事
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

丹
下 

富
博 

川
畑
さ
ん
、
田
崎
さ
ん
、
丹
下
さ
ん
、

林
さ
ん
、
昨
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

宇
野 

史
仁 

川
畑
さ
ん
、
田
崎
さ
ん
、
丹
下
さ
ん
、

宇
野
さ
ん
、
昨
日
は
人
生
で
一
番
楽
し

い
夜
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

林 
 

富
徳 

 
会
長
挨
拶 

 
 

 
 

川
畑 

博
敬 

ス
ピ
ー
カ
ー 

大
源 

俊
博 

ド
ッ
ト
フ
ラ 

ン
ク
法
（
正 

式
に
は
「
ド 

ッ
ト
＝
フ
ラ 

ン
ク 

ウ
ォ 

ー
ル
・
ス
ト 

リ
ー
ト
改
革
及
び
消
費
者
保
護
法
」） 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
２
０
０
８
年

９
／
15
）
な
ど
を
契
機
と
す
る
金
融
危

機
に
対
応
し
て
金
融
規
制
監
督
を
大
幅

に
強
化
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ

マ
大
統
領
が
２
０
１
０
年
７
／
21
に
署

名
し
い
わ
ゆ
る
ド
ッ
ト
フ
ラ
ン
ク
法
が

成
立
し
た
。 

ド
ッ
ト
フ
ラ
ン
ク
法
は
１
９
３
０
年

の
大
恐
慌
時
以
来
の
金
融
改
革
立
法
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
ド
ッ
ト

フ
ラ
ン
ク
法
は
①
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な

金
融
機
関
の
規
制
監
督
の
強
化
、
②
シ

ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機
関
の
破
綻
処

理
法
制
の
整
備
、
③
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
規
制
の
強
化
、
④
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

な
ど
私
募
フ
ァ
ン
ド
の
助
言
業
者
の
規

制
強
化
、
⑤
上
場
会
社
の
規
律
の
強
化

な
ど
、
包
括
的
か
つ
大
幅
な
改
革
を
行

う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

ド
ッ
ト
フ
ラ
ン
ク
法
の
中
で
、
規
制

策
定
が
必
要
な
法
規
上
の
項
目
は
２
４

０
以
上
、
調
査
や
勧
告
を
含
め
れ
ば
３

０
０
項
目
以
上
で
今
後
の
作
業
が
必
要

に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

内
容
や
方
向
性
が
定
ま
っ
て
来
る
の
に

少
な
く
と
も
１
～
２
年
を
要
す
る
。
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
規
制
や
投
資
家
保
護
な
ど

で
具
体
的
な
規
制
を
行
う
証
券
取
引
委

員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
と
商
品
先
物
取
引
委

員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
に
は
、
特
に
多
く

の
策
定
作
業
が
発
生
す
る
見
通
し
で
あ

る
。
一
方
で
米
国
金
融
機
関
は
、
ド
ッ

ト
フ
ラ
ン
ク
法
の
次
の
課
題
、
具
体
的

に
は
住
宅
金
融
シ
ス
テ
ム
、
新
し
い
バ

ー
ゼ
ル
自
己
資
本
規
制（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
）

や
銀
行
税
な
ど
国
際
的
な
金
融
規
制
の

問
題
に
も
目
を
向
け
つ
つ
あ
る
。 

 

バ
ー
ゼ
ル
自
己
資
本
規
制 

（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
） 

 

主
要
国
の
金
融
監
督
局
で
構
成
す
る

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
協
会
が
２
０
１
０

年
９
月
に
公
表
し
た
、
国
際
的
に
業
務

を
展
開
し
て
い
る
銀
行
の
健
全
性
を
維

持
す
る
た
め
の
新
た
な
自
己
資
本
規
制

の
こ
と
を
言
う
。
こ
の
規
制
は
１
９
８

８
年
に
公
表
さ
れ
た
、
銀
行
の
自
己
資

本
比
率
に
関
す
る
規
制
で
あ
る
「
バ
ー

ゼ
ル
合
意
（
ビ
ス
規
制
）」、
２
０
０
４

年
に
公
表
さ
れ
た
ビ
ス
規
制
の
内
容
を

見
直
し
、
よ
り
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
を

反
映
さ
せ
た
「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
」
に
次
ぐ

新
た
な
規
制
強
化
策
で
あ
る
。 

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
は
国
際
的
に
業
務
を
展

開
し
て
い
る
銀
行
の
自
己
資
本
の
質
と

量
の
見
直
し
が
柱
で
、
普
通
株
と
内
部

留
保
か
ら
な
る「
中
核
的
自
己
資
本（
Ｔ

ｉ
ｅ
ｒ
１
）」
を
、
投
資
や
融
資
な
ど
の

損
失
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
「
リ
ス
ク

資
産
」
に
対
し
て
、
一
定
割
合
以
上
持

つ
よ
う
に
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
業
績
悪
化
時
に
配
当
を

機
動
的
に
減
ら
せ
る
普
通
株
と
、
過
去

の
利
益
の
蓄
積
で
あ
る
内
部
留
保
が
主

体
の
「
中
核
的
自
己
資
本
」
の
比
率
を

実
質
７
％
以
上
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。 

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
は
２
０
０
８
年
～
２

０
０
９
年
の
世
界
的
な
金
融
危
機
を
教

訓
に
、
仮
に
銀
行
が
経
営
危
機
に
見
舞

わ
れ
て
も
、
返
済
不
要
の
普
通
株
な
ど

に
よ
る
資
金
を
十
分
に
持
っ
て
い
れ
ば
、

損
失
を
穴
埋
め
で
き
て
危
機
を
回
避
で

き
る
と
い
う
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

1139 
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２
０
１
２
年
末
～
段
階
的
に
導
入
し
、

２
０
１
９
年
か
ら
全
面
的
に
適
用
す
る

予
定
で
あ
る
。 

  

卓 

話 

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
職
業
奉
仕
に
つ
い
て
」 

地
区
職
業
奉
仕
委
員
会 

 
 

 
 

 

鋤
柄 
喜
彦
さ
ん 

（
名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
） 

        

職
業
奉
仕
は
？ 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
原
点 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
の
根
幹 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
金
看
板 

職
業
奉
仕
と
い
う
言
葉
は
ロ
ー
タ
リ

ー
の
専
門
用
語
で
ロ
ー
タ
リ
ー
で
し
か

使
用
さ
れ
な
い
。 

職
業
奉
仕
は
わ
か
り
に
く
い
？ 

五
大
奉
仕
の
中
の
他
の
四
大
奉
仕
は
、 

 
 

ク
ラ
ブ
奉
仕
→
ク
ラ
ブ
諸
活
動 

 
 

社
会
奉
仕 

→
地
域
社
会 

 
 

国
際
奉
仕 

→
国
際
社
会 

 
 

新
世
代
奉
仕
→
新
世
代
に
対
し
て 

目
的
・
対
象
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

し
、
活
動
成
果
、
実
績
も
は
っ
き
り
わ

か
る
。
こ
れ
に
対
し
職
業
奉
仕
は
、
自

分
の
職
業
に
奉
仕
す
る
の
で
は
な
い
。 

「
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
個
人
が
自
己
の
職
業

を
も
っ
て
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
」 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
個
人
個
人
が
、
自
分

の
職
業
の
質
、
道
徳
性
を
高
め
て
、
自

己
の
（
天
職
た
る
）
職
業
を
通
じ
て
社

会
に
個
人
的
に
奉
仕
す
る
。 

綱
領
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と 

有
益
な
事
業
の
基
礎
と
し
て
奉
仕
の

理
想
を
鼓
吹
し
、
こ
れ
を
育
成
し
、
特

に
次
の
各
項
を
鼓
吹
育
成
す
る
こ
と
に

あ
る
。「
有
益
な
事
業
の
基
礎
と
し
て
」

は
、
そ
の
事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
常
に

相
手
の
立
場
に
立
っ
て『
奉
仕
の
理
想
』

を
持
ち
、
自
分
の
心
の
基
礎
に
据
え
て

お
く
。「
鼓
吹
（
奨
励
）
し
育
成
し
」
ま

ず
自
分
で
あ
り
、
従
業
員
で
あ
り
関
係

者
す
べ
て
が
対
象
で
あ
り
、
こ
の
考
え

方
を
鼓
舞
奨
励
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
で
あ
る
。 

奉
仕
の
理
想
（
奉
仕
の
心
）
と
は
思

い
や
り
の
心
。
奉
仕
の
心
と
は
「
ロ
ー

タ
リ
ー
の
心
」
と
も
言
え
る
。
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
の
事
業
の
基
礎
に
、
奉
仕
の
心

を
お
い
て
事
業
を
運
営
す
る
。
そ
し
て

そ
の
奉
仕
の
心
を
例
会
な
ど
で
絶
え
ず

育
成
し
、
こ
れ
を
強
化
し
て
い
く
。
こ

れ
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領
（
目
的
）
で

あ
る
。 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
が
他
の
奉
仕
団
体
と
大

き
く
異
な
る
点
は
、職
業
奉
仕
が「
綱

領
」
で
明
確
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
い

る
点
。 

全
て
の
職
業
の
基
礎
に
『
ロ
ー
タ
リ

ー
の
奉
仕
の
理
想
』
を
据
え
事
業
の
実

践
に
際
し
、
常
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕

の
理
想
を
そ
れ
に
重
ね
あ
わ
せ
て
業
務

の
遂
行
を
す
る
。 

そ
こ
に
は
倫
理
性
が
要
求
さ
れ
る
。

（
高
い
倫
理
基
準
に
基
づ
く
職
業
の
実

践
を
行
う
）
こ
の
精
神
を
そ
の
関
係
す

る
全
て
の
人
々
に
鼓
舞
奨
励
し
『
奉
仕

の
心
』
を
育
成
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
は
自
ら
職
業
を

通
じ
て
の
倫
理
化
運
動
） 

→
４
つ
の
テ
ス
ト
・
職
業
宣
言 

職
業
宣
言
と
は 

奉
仕
す
る
心
、
世
の
た
め
人
の
た
め

の
心
を
持
っ
て
、
自
分
の
職
業
を
営
み

な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ

こ
で
は
当
然
、「
職
業
を
営
む
」
→
「
売

上
を
得
る
」
→
「
利
益
が
上
が
る
」 

し
か
し
、
そ
の
利
益
が
出
る
過
程
で

世
の
た
め
、
人
の
た
め
と
い
う
倫
理
性

が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

職
業
奉
仕
は
プ
ロ
の
奉
仕 

社
会
奉
仕
、
国
際
奉
仕
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
職
業
奉
仕
は
職
業
（
プ
ロ
）
を

通
し
て
行
う
の
で
、
そ
こ
に
は
報
酬
が

存
在
す
る
。 

＝
顧
客
に
満
足
し
て
頂
く
た
め
に
惜

し
み
な
い
、様
々
な
努
力
を
す
る
。 

＝
自
分
の
企
業
の
繁
栄 

職
業
奉
仕
と
Ｒ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／ 

 
 

職
業
的
技
能
を
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
生
か
す 

ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
／ 

職
業
に
関
連
し
た
親
睦
活
動
グ
ル

ー
プ
を
結
成
又
は
参
加
す
る 

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
／ 
 

 

青
少
年
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ

ル
を
教
え
る 

倫
理
を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る 

ロ
ー
タ
リ
ー
友
情
交
換
／ 

海
外
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
職
業
交

換
を
実
施
す
る 

職
業
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
イ
デ
ア 

・
例
会
で
自
分
の
職
業
に
関
す
る
卓
話

を
す
る
。 

・
ほ
か
の
会
員
の
職
場
見
学
を
す
る
。 

・
職
場
説
明
会
や
研
修
会
を
地
域
社
会

で
開
く
。 

・
青
少
年
を
個
人
指
導
す
る
。 

・
職
業
に
お
け
る
倫
理
的
行
動
を
推
進

す
る
。 

・
職
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
か 

 

す
。 

・
職
業
表
彰
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。 

21
世
紀
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、
例
会
等
で
さ
ら

な
る
人
間
形
成
を
し
、
生
活
の
姿
勢
を

正
し
て
、
す
ば
ら
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
の 

職
業
奉
仕
観
を
市
民
大
衆
に
啓
蒙
す
る
。 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
青
少
年
の
模
範
と

な
れ
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
ロ
ー
タ
リ
ー

は
人
を
作
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

（
故 

佐
藤
千
寿
Ｐ
Ｇ
私
見
） 

 

  

バ
ナ
ー
交
換 

奄
美
Ｒ
Ｃ 

福
永 

健
一
さ
ん            

 

新
会
員
推
薦
者
バ
ッ
チ
の
進
呈 

草
野 

勝
彦 

          

11
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｙ 

 
 

広
報
委
員
会 

酒
井 

 

修
・
吉
田 

明
夫 

松
永 

裕
子
・
小
野 

定
男 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


